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水戸市の北西工O数kmのところに久慈川と那珂川に挾まれて北西一

南東に細長く伸びる海抜100m前後の瓜連(うりづら)丘陵がある.

この丘陵を構成している主な地層はかつての久慈川河谷を埋積した河

川堆積物を主とする第四系で引田層と呼ばれているものです(坂本･

宇野沢1976).坂本･字野沢の調査当時はこの丘陵によい露頭がな

く旧河谷のおおよその外形はともかくとして引田層の内容について

は充分た吟味ができなかったのですがその後土とり場の大露頭が

3ヶ所ばかり出現して河谷埋積層の断面を目の当たりに見られるよう

になりました.

引困層の堆積構造などはグラビヤに譲るとして表紙はその基底(や

k側方)の不整合です.引田層は海進に伴って次第に河谷を埋め

立てて生じた地層ですからその側面はもとの谷壁にアバットしている

はずです.とはいうもののそのアバットのいい露頭と抵ると得難

いものです.写真は那珂川の北岸大宮町坂地の北の土とり場.

基盤は新第三系の海成泥岩で引田層の基底礫岩がこれに水平な層理を

もってぶつかっている状況がよくみられます･

(文坂本亨写真正井義郎)�


